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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
正極板と隔離体と負極板とを有する非円形または長円形巻回型発電要素を袋状電池ケース
に収納した電池において、正極板と負極板の少なくとも一方に絶縁テープが配置され、前
記絶縁テープ幅は、電極幅より広くかつ粘着剤の塗布幅が電極幅より狭く前記電極からは
み出ないことを特徴とする電池。
【請求項２】
一方の電極板に絶縁テープが配置され、その部分に対向する他方の電極板側に、活物質が
保持されておらず、且つリード端子を備えた集電体端面が存在することを特徴とする、請
求項１記載の電池。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、巻回された発電要素を用いた電池に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　近年、携帯用無線電話、携帯用パソコン、携帯用ビデオカメラ等の電子機器が開発され
、各種電子機器が携帯可能な程度に小型化されている。それに伴って、内蔵される電池と
しても、高エネルギー密度を有し、且つ軽量なものが採用されている。そのような要求を
満たす典型的な電池は、特にリチウム金属やリチウム合金等の活物質、又はリチウムイオ
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ンをホスト物質（ここでホスト物質とは、リチウムイオンを吸蔵及び放出できる物質をい
う。）である炭素に吸蔵させたリチウムインターカレーション化合物を負極材料とし、Ｌ
ｉＣｌＯ４、ＬｉＰＦ６等のリチウム塩を溶解した非プロトン性の有機溶媒を電解液とす
る非水電解質二次電池である。
【０００３】
　この非水電解質二次電池は、上記の負極材料をその支持体である負極集電体に保持して
なる負極板、リチウムコバルト複合酸化物のようにリチウムイオンと可逆的に電気化学反
応をする正極活物質をその支持体である正極集電体に保持してなる正極板、電解液を保持
するとともに負極板と正極板との間に介在して両極の短絡を防止するセパレータからなっ
ている。
【０００４】
　そして、上記正極板及び負極板は、いずれも薄いシートないし箔状に成形されたものを
、セパレータを介して順に積層又は渦巻き状に巻回した発電要素とする。そしてこの発電
要素を、ステンレス、ニッケルメッキを施した鉄、又はアルミニウム製等の金属からなる
電池容器に収納され、電解液を注液後、蓋板で密封固着して、電池が組み立てられる。
【０００５】
　ところが、金属製電池容器を用いた場合、気密性が高く、かつ機械的強度に優れてはい
るものの、電池の軽量化や電池容器の材料、デザインには大きな制約となる。
【０００６】
　その問題を解決するものとして、発電要素を袋状電池ケースに収納する方法が提案され
ている。特に、袋状電池ケースの材質として、気密構造を有する金属ラミネート樹脂フィ
ルムを使用することにより、電解液の漏液や電池外部からの水分等の侵入がなく、かつ電
池の軽量化を図ることができる。
【０００７】
また、発電要素の形状としては、巻回型、特に断面が非円形あるいは長円形とすることに
より、電極表面積を大きくすることができ、製造工程も簡単となる。しかし、このような
機械的強度の低い金属ラミネート樹脂フイルムを単電池ケースとして使用した場合、電池
外部からの応力がそのまま発電要素に伝わり、発電要素が変形し短絡を引き起こすことに
よる電池の安全性低下を招くという問題が生じた。特に、正負極の集電体同士の短絡や集
電体と引き出しリード端子との短絡は、金属同士の短絡であるため、局部的に大電流が流
れ、電池が異常発熱し安全性が低下する。その問題を解決するものとして、絶縁テープを
金属露出部分に貼り付けることが提案されている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら従来の絶縁テープは、粘着剤が全面に塗布されているので、活物質が保持さ
れていない電極の幅方向をすべて覆うために、電極幅より広い幅の絶縁テープを貼りつけ
ると、電極から飛び出ている部分の粘着剤が、巻回時に隔離体や対極に貼り付き、巻きず
れ起こすなど、不良率が高くなったり、製造工程が煩雑になる問題があった。
【００１１】
　また、前記問題とならないように、電極幅とテープ幅の差を小さくすると、貼り付ける
ための装置の精度や絶縁テープ幅の精度を高くする必要があり、生産装置が高価になった
り、不良率が高くなるという問題があった。
【００１２】
本発明は、製造工程での煩雑さを招くことのない電池を提供する。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
本発明になる電池は、上記問題を鑑みてなされたものであり、正極板と隔離体と負極板と
を有する非円形または長円形巻回型発電要素を袋状電池ケースに収納した電池において、
正極板と負極板の少なくとも一方に絶縁テープが配置され、前記絶縁テープ幅は、電極幅
より広くかつ粘着剤の塗布幅が電極幅より狭く前記電極からはみ出ないことを特徴とする
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。
【００１４】
また本発明は、一方の電極板に絶縁テープが配置され、その部分に対向する他方の電極板
側に、活物質が保持されておらず、且つリード端子を備えた集電体端面が存在することを
特徴とする。
【００１５】
　さらに本発明は、袋状電池ケースが気密構造を有し、長円形巻回型発電要素がその巻回
中心軸が袋状電池ケースの開口面に垂直方向であるように収納されていることが好ましい
。
【００１６】
　また本発明は、袋状電池ケースの材質が金属ラミネート樹脂フィルムであることが好ま
しい。
【００１７】
【発明の実施の形態】
　本発明の実施の形態を、袋状電池ケースに長円形巻回型発電要素を収納した非水電解質
二次電池を例として、図面を参照して説明する。本発明になる電池の外観は図１に示した
ものである。図１において、１は袋状電池ケース、２は発電要素、３は袋状電池ケースの
熱溶着封止部である。
【００１８】
本発明になる電池においては、正極板と負極板の少なくとも一方に絶縁テープが配置され
、前記絶縁テープ幅は、電極幅より広くかつ粘着剤の塗布幅が電極幅より狭く前記電極か
らはみ出ないことを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明になる電池は、気密構造を有する袋状電池ケースに、長円形巻回型発電要
素がその巻回中心軸が袋状電池ケースの開口面に垂直方向であるように収納されているこ
とを特徴とするものである。なお、垂直方向とは、完全な垂直のみを意味するのではなく
、おおむね垂直な方向も意味する。
【００２０】
　本発明においては、袋状電池ケースの材質として、金属ラミネート樹脂フィルムを使用
するものである。
【００２１】
　金属ラミネート樹脂フィルムの金属の材質としては、アルミニウム、アルミニウム合金
、チタン箔などを使用することができる。
【００２２】
　金属ラミネート樹脂フィルムの熱溶着部の材質としては、ポリエチレン、ポリプロピレ
ンなどの熱可塑性高分子材料であればどのような物質でもよい。
【００２３】
　また、金属ラミネート樹脂フィルムの樹脂層や金属箔層は、それぞれ１層に限定される
ものではなく、２層以上であってもかまわない。
【００２４】
　本発明になる非水電解質二次電池に使用する電解液溶媒としては、エチレンカーボネー
ト、プロピレンカーボネート、ジメチルカーボネート、ジエチルカーボネート、γ－ブチ
ロラクトン、スルホラン、ジメチルスルホキシド、アセトニトリル、ジメチルホルムアミ
ド、ジメチルアセトアミド、１，２－ジメトキシエタン、１，２－ジエトキシエタン、テ
トラヒドロフラン、２－メチルテトラヒドロフラン、ジオキソラン、メチルアセテート等
の極性溶媒、もしくはこれらの混合物を使用してもよい。
【００２５】
　また、有機溶媒に溶解するリチウム塩としては、ＬｉＰＦ６、ＬｉＣｌＯ４、ＬｉＢＦ

４、ＬｉＡｓＦ６、ＬｉＣＦ３ＣＯ２、ＬｉＣＦ３ＳＯ３、ＬｉＮ（ＳＯ２ＣＦ３）２、
ＬｉＮ（ＳＯ２ＣＦ２ＣＦ３）２、ＬｉＮ（ＣＯＣＦ３）２およびＬｉＮ（ＣＯＣＦ２Ｃ
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Ｆ３）２などの塩もしくはこれらの混合物でもよい。
【００２６】
　また、本発明になる非水電解質二次電池の隔離体としては、絶縁性のポリエチレン微多
孔膜に電解液を含浸したものや、高分子固体電解質、高分子固体電解質に電解液を含有さ
せたゲル状電解質等も使用できる。また、絶縁性の微多孔膜と高分子固体電解質等を組み
合わせて使用してもよい。さらに、高分子固体電解質として有孔性高分子固体電解質膜を
使用する場合、高分子中に含有させる電解液と、細孔中に含有させる電解液とが異なって
いてもよい。
【００２７】
　さらに、正極材料たるリチウムを吸蔵放出可能な化合物としては、無機化合物としては
、組成式ＬｉｘＭＯ２、またはＬｉｙＭ２Ｏ４（ただしＭは遷移金属、０≦ｘ≦１、０≦
ｙ≦２）で表される、複合酸化物、トンネル状の空孔を有する酸化物、層状構造の金属カ
ルコゲン化物を用いることができる。その具体例としては、ＬｉＣｏＯ２、ＬｉＮｉＯ２

、ＬｉＭｎ２Ｏ４、Ｌｉ２Ｍｎ２Ｏ４、ＭｎＯ２、ＦｅＯ２、Ｖ２Ｏ５、Ｖ６Ｏ１３、Ｔ
ｉＯ２、ＴｉＳ２等が挙げられる。また、有機化合物としては、例えばポリアニリン等の
導電性ポリマー等が挙げられる。さらに、無機化合物、有機化合物を問わず、上記各種活
物質を混合して用いてもよい。
【００２８】
　さらに、負極材料たる化合物としては、Ａｌ、Ｓｉ、Ｐｂ、Ｓｎ、Ｚｎ、Ｃｄ等とリチ
ウムとの合金、ＬｉＦｅ２Ｏ３、ＷＯ２、ＭｏＯ２等の遷移金属酸化物、グラファイト、
カーボン等の炭素質材料、Ｌｉ５（Ｌｉ３Ｎ）等の窒化リチウム、もしくは金属リチウム
箔、又はこれらの混合物を用いてもよい。
【００２９】
【実施例】
　次に、本発明を好適な実施例にもとづき説明する。
　［実施例１］
　本発明になる非水電解質二次電池は、正極板と隔離体と負極板とを有する長円形巻回型
発電要素がその巻回中心軸が袋状電池ケースの開口面に垂直となるように、非水系の電解
液（図示省略）とともに、金属ラミネート樹脂フィルムを熱溶着してなる袋状電池ケース
に収納されたものであり、その外観は図１に示す。
【００３０】
　正極活物質にはリチウムコバルト複合酸化物を用いた。正極板は集電体に上記のリチウ
ムコバルト複合酸化物が活物質として保持したものである。集電体は厚さ２０μｍのアル
ミニウム箔である。正極板は、結着剤であるポリフッ化ビニリデン８部と導電剤であるア
セチレンブラック５部とを活物質８７部とともに混合し、適宜Ｎ－メチルピロリドンを加
えてペースト状に調製した後、その集電体材料の両面に塗布、乾燥することによって製作
した。
【００３１】
　負極板は、集電体の両面に、ホスト物質としてのグラファイト（黒鉛）９２部と結着剤
としてのポリフッ化ビニリデン８部とを混合し、適宜Ｎ－メチルピロリドンを加えてペー
スト状に調製したものを塗布、乾燥することによって製作した。負極板の集電体は、厚さ
１４μｍの銅箔を用いた。
【００３２】
　隔離体はポリエチレン微多孔膜とし、また、電解液は、ＬｉＰＦ６を１ｍｏｌ／ｌ含む
エチレンカーボネート：ジエチルカーボネート＝４：６（体積比）の混合液とした。
【００３３】
　極板の寸法は、正極板が厚さ１８０μｍ、幅４９ｍｍ、セパレータが厚さ２５μｍ、幅
５３ｍｍ、負極板が厚さ１７０μｍ、幅５１ｍｍであり、正極板及び負極板にそれぞれリ
ード端子を溶接したのちに、ポリイミド製の絶縁テープを貼り付けた。絶縁テープの寸法
は、幅５５ｍｍ、長さ２５ｍｍで、幅方向上下各１０ｍｍは、粘着剤が塗布されていない
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。図２は電極を示したもので、図２－１は平面図、図２－２は断面図を示す。図２におい
て、４はリード線、５は活物質の保持されていない集電体が露出した部分、６は集電体に
活物質が保持された部分、７は絶縁テープである。
【００３４】
　これらの正負極板とセパレータを順に重ね合わせての長方形状の巻芯を中心として、長
辺が発電要素の巻回中心軸と平行になるよう、その周囲に長円渦状に巻回して、５３×３
５×４ｍｍの大きさの発電要素とした。図３は、発電要素の巻芯部断面図を示したもので
、図３において、８は正極板、９は負極板、１０はセパレータ、１１は絶縁テープ、１２
は正極リード端子、１３は負極リード端子である。
【００３５】
　そして、電極の絶縁部分をポリエチレンからなる巻き止め用テープ（ここでは接着剤が
片面に塗布されている）で電極幅（発電要素の巻回中心軸と平行な発電要素の長さ）に相
当する長さを、巻回中心軸と平行な発電要素側壁部分に貼り付け、発電要素を巻き止め固
定した。
【００３６】
　これを金属ラミネート樹脂フィルムケースに、長円形巻回型発電要素はその巻回中心軸
が袋状金属ラミネート樹脂フィルムケースの開口面に垂直となるように収納し、リード端
子を固定して密封し、電解液を、各電極と隔離体が十分湿潤し、発電要素外にフリーな電
解液が存在しない量を真空注液した。
【００３７】
　最後に、密封溶着を行って、公称容量５００ｍAhのラミネート単電池（Ａ）を試作した
。
【００３８】
次に、比較電池として、用いた絶縁テープの全面に粘着剤が塗布されている点が異なる比
較電池（Ｂ）を作製した。
【００３９】
本実施例電池（Ａ）と比較電池（Ｂ）の巻き取り時の不良数を表１に示す。
【００４０】
【表１】

【００４１】
　比較電池（Ｂ）は、粘着剤が塗布された部分が露出しているために、巻き取り時に余計
なところに粘着剤が付着してしまい、巻きずれ不良となり、良品を試作することが出来な
かった。
【００４５】
【発明の効果】
本発明によれば、製造工程における煩雑さを招くことのない、袋状単電池ケースとしての
金属ラミネート樹脂フィルムケースに長円形巻回型発電要素が収納された電池を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明になる電池の外観図。
【図２】本発明になる電極の外観図。
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【図３】発電要素の巻芯部断面図
【符号の説明】
　１　袋状電池ケース
　２　発電要素
　３　袋状電池ケースの熱溶着封止部
　４　リード端子
　５　活物質の保持されていない集電体が露出した部分
　６　集電体に活物質が保持された部分
　７　絶縁テープ
　８　正極板
　９　負極板
　１０　セパレータ
　１１　絶縁テープ
　１２　正極リード端子
　１３　負極リード端子

【図１】 【図２】

【図３】
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